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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 2月 19日 (2004.2.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
エ チ レ ン 性 不 飽 和 単 量 体 お よ び ジ エ ン 系 単 量 体 か ら 選 ば れ る 一 種 ま た は 二 種 以 上 の 不 飽 和
単 量 体 単 位 を 有 す る 重 合 体 を 分 散 質 と し 、 １ ， ２ － グ リ コ ー ル 結 合 を １ ． ７ モ ル ％ 以 上 有
す る ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 重 合 体 を 分 散 剤 と す る 、 エ マ ル ジ ョ ン 粒 子 の 平 均 粒 子 径 が ２ μ ｍ
以 下 で あ る 水 性 エ マ ル ジ ョ ン （ Ａ ） 、 お よ び 多 価 イ ソ シ ア ネ ー ト 化 合 物 (Ｂ )か ら な る 接 着
剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
エ チ レ ン 性 不 飽 和 単 量 体 お よ び ジ エ ン 系 単 量 体 か ら 選 ば れ る 一 種 ま た は 二 種 以 上 の 不 飽 和
単 量 体 単 位 を 有 す る 重 合 体 が 、 ビ ニ ル エ ス テ ル 系 単 量 体 単 位 お よ び エ チ レ ン 単 位 を 有 す る
重 合 体 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 接 着 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
水 性 エ マ ル ジ ョ ン （ Ａ ） １ ０ ０ 重 量 部 に 対 す る 多 価 イ ソ シ ア ネ ー ト 化 合 物
(Ｂ )の 割 合 が １ ～ １ ０ ０ 重 量 部 で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 接 着 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
水 性 エ マ ル ジ ョ ン （ Ａ ） が 、 ２ ０ ℃ で 製 膜 し て 皮 膜 に し 、 ア セ ト ン お よ び 煮 沸 水 で 抽 出 し
た 際 の 不 溶 分 が ４ ０ ％ 以 上 で あ る と い う 条 件 を 満 た す も の で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の 接 着 剤 組 成 物 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 接 着 剤 組 成 物 に 用 い ら れ る 水 性 エ マ ル ジ ョ ン （ Ａ ） は 、 １ ， ２ － グ リ コ ー ル 結 合
を １ ． ７ モ ル ％ 以 上 有 す る ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 重 合 体 を 分 散 剤 と す る 。 ビ ニ ル ア ル コ ー ル
系 重 合 体 は 、 １ ， ２ － グ リ コ ー ル 結 合 の 含 有 量 が １ ． ７ モ ル ％ 以 上 で あ る こ と が 必 要 で あ

（ 固 形 分 換 算 ）



り 、 よ り 好 ま し く は １ ． ８ モ ル ％ 以 上 、 さ ら に 好 ま し く は １ ． ９ モ ル ％ 以 上 で あ る 。 １ ，
２ － グ リ コ ー ル 結 合 の 含 有 量 が １ ． ７ モ ル ％ 未 満 の 場 合 、

が 低 下 す る 。 ま た 、 １ ， ２ － グ リ コ ー ル 結 合 の 含 有 量
は ４ モ ル ％ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し く 、 さ ら に 好 ま し く は ３ ． ５ モ ル ％ 以 下 、 最 適 に は ３
.２ モ ル ％ 以 下 で あ る 。
こ こ で 、 ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 重 合 体 に 含 ま れ る １ ， ２ － グ リ コ ー ル 結 合 の 量 は 、 Ｎ Ｍ Ｒ ス
ペ ク ト ル を 解 析 す る こ と に よ り 求 め る こ と が で き る 。
１ ， ２ － グ リ コ ー ル 結 合 を １ ． ７ モ ル ％ 以 上 有 す る ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 重 合 体 は 、 ビ ニ ル
エ ス テ ル 系 単 量 体 を 重 合 す る に 際 し 、 重 合 器 内 に ビ ニ ル エ ス テ ル 系 単 量 体 も し く は 溶 媒 の
蒸 気 を 導 入 す る か 、 ま た は 外 部 よ り 非 凝 縮 性 気 体 を 導 入 し た の ち 、 加 圧 し 、 反 応 液 の 沸 点
よ り も 高 い 温 度 で ビ ニ ル エ ス テ ル 系 単 量 体 を 重 合 し 、 得 ら れ る ビ ニ ル エ ス テ ル 系 重 合 体 を
定 法 に し た が っ て け ん 化 す る こ と に よ り 得 る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
ビ ニ ル エ ス テ ル 系 単 量 体 を 重 合 す る に 際 し 、 本 発 明 の 効 果 を 損 な わ な い 範 囲 で 、 ビ ニ ル エ
ス テ ル 系 単 量 体 と 共 重 合 可 能 な エ チ レ ン 性 不 飽 和 単 量 体 を 共 重 合 し て も よ い 。 こ の よ う な
エ チ レ ン 性 不 飽 和 単 量 体 と し て は 、 例 え ば 、 エ チ レ ン 、 プ ロ ピ レ ン 、 ア ク リ ル 酸 、 メ タ ク
リ ル 酸 、 フ マ ル 酸 、 （ 無 水 ） マ レ イ ン 酸 、 タ コ ン 酸 、 ア ク リ ロ ニ ト リ ル 、 メ タ ク リ ロ ニ
ト リ ル 、 ア ク リ ル ア ミ ド 、 メ タ ク リ ル ア ミ ド 、 ト リ メ チ ル － （ ３ － ア ク リ ル ア ミ ド － ３ －
ジ メ チ ル プ ロ ピ ル ） － ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド 、 ア ク リ ル ア ミ ド － ２ － メ チ ル プ ロ パ ン ス ル
ホ ン 酸 ま た は そ の ナ ト リ ウ ム 塩 、 エ チ ル ビ ニ ル エ ー テ ル 、 ブ チ ル ビ ニ ル エ ー テ ル 、 Ｎ － ビ
ニ ル ピ ロ リ ド ン 、 塩 化 ビ ニ ル 、 臭 化 ビ ニ ル 、 フ ッ 化 ビ ニ ル 、 塩 化 ビ ニ リ デ ン 、 フ ッ 化 ビ ニ
リ デ ン 、 テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 、 ビ ニ ル ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 ア リ ル ス ル ホ ン 酸 ナ ト
リ ウ ム な ど が 挙 げ ら れ る 。
ま た 、 チ オ ー ル 酢 酸 、 メ ル カ プ ト プ ロ ピ オ ン 酸 な ど の チ オ ー ル 化 合 物 の 存 在 下 で 、 酢 酸 ビ
ニ ル な ど の ビ ニ ル エ ス テ ル 系 単 量 体 を 重 合 し 、 得 ら れ る ビ ニ ル エ ス テ ル 系 重 合 体 を け ん 化
す る こ と に よ っ て 得 ら れ る 末 端 変 性 さ れ た ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 重 合 体 で あ っ て も 用 い る こ
と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 接 着 剤 組 成 物 は 、 水 性 エ マ ル ジ ョ ン （ Ａ ） １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て
、 多 価 イ ソ シ ア ネ ー ト 化 合 物 （ Ｂ ） を 好 ま し く は １ ～ １ ０ ０ 重 量 部 、 よ り 好 ま し く は ２ ～
８ ０ 重 量 部 、 さ ら に 好 ま し く は ３ ～ ５ ０ 重 量 部 で 含 有 す る 。 多 価 イ ソ シ ア ネ ー ト 化 合 物 の
配 合 量 が １ 重 量 部 未 満 で あ る と 、 常 態 接 着 強 度 、 耐 煮 沸 接 着 強 度 が 低 く な る 懸 念 が あ り 、
一 方 、 １ ０ ０ 重 量 部 を 超 え る と 、 多 価 イ ソ シ ア ネ ー ト 化 合 物 を 配 合 し た 後 に お け る 接 着 剤
組 成 物 の ポ ッ ト ラ イ フ が 短 く な る 懸 念 が あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
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本 発 明 の 接 着 剤 組 成 物 は 被 着 体 の 種 類 に 関 係 な く 高 い 接 着 強 度 が 得 ら れ る こ と が 特 徴 で あ
り 、 木 材 種 に は 特 に 制 限 は な い が 、 例 え ば 、 カ バ ， ツ ガ ， 杉 ， ラ ワ ン ， ケ ヤ キ 、 ル ポ ッ
ク 、 ゴ ム 、 オ ー ク な ど の 木 材 種 に 好 適 に 適 用 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
製 造 例 ２
攪 拌 機 、 窒 素 導 入 口 、 開 始 剤 導 入 口 を 備 え た ５ Ｌ 加 圧 反 応 槽 に 酢 酸 ビ ニ ル ２ ９ ４ ０ ｇ 、 メ
タ ノ ー ル ６ ０ ｇ お よ び 酒 石 酸 ０ ． ０ ８ ８ ｇ を 仕 込 み 、 室 温 下 に 窒 素 ガ ス に よ る バ ブ リ ン グ
を し な が ら 反 応 槽 圧 力 を ２ ． ０ Ｍ Ｐ ａ ま で 昇 圧 し て １ ０ 分 間 放 置 し た 後 、 放 圧 す る と い う
操 作 を ３ 回 繰 り 返 し て 系 中 を 窒 素 置 換 し た 。 開 始 剤 で あ る ２ ,２ '－ ア ゾ ビ ス （ シ ク ロ ヘ キ
サ ン － １ － カ ル ボ ニ ト リ ル ） （ Ｖ － ４ ０ ）  を メ タ ノ ー ル に 溶 解 し た 濃 度 ０ ． ２ ｇ ／ Ｌ 溶
液 を 調 製 し 、 窒 素 ガ ス に よ る バ ブ リ ン グ を 行 っ て 窒 素 置 換 し た 。 次 い で 、 上 記 の 反 応 槽 の
内 温 を １ ２ ０ ℃ に 昇 温 し た 。 こ の と き の 反 応 槽 圧 力 は ０ ． ５ Ｍ Ｐ ａ で あ っ た 。 上 記 の 開 始
剤 溶 液 ２ ． ５ ｍ ｌ を 反 応 槽 に 注 入 し 、 重 合 を 開 始 し た 。 重 合 中 は 重 合 温 度 を １ ２ ０ ℃ に 維
持 し 、 上 記 の 開 始 剤 溶 液 を １ ０ ． ０ ｍ ｌ ／ ｈ ｒ で 連 続 添 加 し な が ら 重 合 を 実 施 し た 。 重 合
中 の 反 応 槽 圧 力 は ０ ． ５ Ｍ Ｐ ａ で あ っ た 。 ３ 時 間 後 に 冷 却 し て 重 合 を 停 止 し た 。 こ の と き
の 固 形 分 濃 度 は ２ ４ ％ で あ っ た 。 次 い で 、 ３ ０ ℃ で 減 圧 下 に メ タ ノ ー ル を 時 々 添 加 し な が
ら 未 反 応 酢 酸 ビ ニ ル モ ノ マ ー の 除 去 を 行 い 、 ポ リ 酢 酸 ビ ニ ル の メ タ ノ ー ル 溶 液 （ 濃 度 ３ ３
％ ） を 得 た 。 得 ら れ た 該 ポ リ 酢 酸 ビ ニ ル 溶 液 に メ タ ノ ー ル を 加 え て 濃 度 が ２ ５ ％ と な る よ
う に 調 整 し た ポ リ 酢 酸 ビ ニ ル の メ タ ノ ー ル 溶 液 ４ ０ ０ ｇ （ 溶 液 中 の ポ リ 酢 酸 ビ ニ ル １ ０ ０
ｇ ） に 、 ４ ０ ℃ で ２ ． ３ ｇ （ ポ リ 酢 酸 ビ ニ ル 中 の 酢 酸 ビ ニ ル 単 位 に 対 し て モ ル 比 （ Ｍ Ｒ ）
０ ． ０ ０ ５ ） の ア ル カ リ 溶 液 （ Ｎ ａ Ｏ Ｈ の １ ０ ％ メ タ ノ ー ル 溶 液 ） と 水 １ ． ４ ｇ を 添 加 し
て け ん 化 を 行 っ た 。 ア ル カ リ 添 加 後 約 ２ ０ 分 で 系 が ゲ ル 化 し た も の を 粉 砕 器 に て 粉 砕 し 、
１ 時 間 放 置 し て け ん 化 を 進 行 さ せ た 後 、 酢 酸 メ チ ル １ ０ ０ ０ ｇ を 加 え て 残 存 す る ア ル カ リ
を 中 和 し た 。 フ ェ ノ ー ル フ タ レ イ ン 指 示 薬 を 用 い て 中 和 の 終 了 を 確 認 後 、 濾 別 し て 得 ら れ
た 白 色 固 体 の Ｐ Ｖ Ａ に メ タ ノ ー ル １ ０ ０ ０ ｇ を 加 え て 室 温 で ３ 時 間 放 置 洗 浄 し た 。 上 記 洗
浄 操 作 を ３ 回 繰 り 返 し た 後 、 遠 心 脱 液 し て 得 ら れ た Ｐ Ｖ Ａ を 乾 燥 機 中 ７ ０ ℃ で ２ 日 間 放 置
し て 乾 燥 Ｐ Ｖ Ａ （ Ｐ Ｖ Ａ － ２ ） を 得 た 。 得 ら れ た Ｐ Ｖ Ａ （ Ｐ Ｖ Ａ － ２ ） の け ん 化 度 は
モ ル ％ で あ っ た 。 ま た 、 重 合 後 未 反 応 酢 酸 ビ ニ ル モ ノ マ ー を 除 去 し て 得 ら れ た ポ リ 酢 酸 ビ
ニ ル の メ タ ノ ー ル 溶 液 を ア ル カ リ モ ル 比 ０ ． ５ で け ん 化 し て 、 粉 砕 し た も の を ６ ０ ℃ で ５
時 間 放 置 し て け ん 化 を 進 行 さ せ た 後 、 メ タ ノ ー ル に よ る ソ ッ ク ス レ ー 洗 浄 を ３ 日 間 実 施 し
、 次 い で ８ ０ ℃ で ３ 日 間 減 圧 乾 燥 を 行 っ て 精 製 Ｐ Ｖ Ａ を 得 た 。 該 Ｐ Ｖ Ａ の 平 均 重 合 度 を 常
法 の Ｊ Ｉ Ｓ  Ｋ ６ ７ ２ ６ に 準 じ て 測 定 し た と こ ろ １ ７ ０ ０ で あ っ た 。 該 精 製 Ｐ Ｖ Ａ の １ ,２
－ グ リ コ ー ル 結 合 量 を ５ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ  プ ロ ト ン Ｎ Ｍ Ｒ （ Ｊ Ｅ Ｏ Ｌ  Ｇ Ｘ － ５ ０ ０ ） 装 置 に よ
る 測 定 か ら 前 述 の と お り 求 め た と こ ろ 、 ２ ． ２ モ ル ％ で あ っ た 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 表 １ 】
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